
 
 

平成 29 年 3 月 24 日 

愛  媛  大  学 

大規模災害に伴う避難計画をシミュレーション！ 

火災延焼・避難シミュレータを Web 公開 

つきましては、是非取材くださいますようお願いいたします。 

 

記 

 

公開開始日時：平成 29 年 3 月 29 日（水）14：00 

公開 Web ページ URL: http://disastersim-01.ee.ehime-u.ac.jp/ 

または愛媛大学防災情報研究センターHP(http://cdmir.jp/)から  

「火災延焼シミュレータ」のボタンをクリック 

【説明会】 

日時：平成 29 年 3 月 29 日（水）14：00～15：00 

場所：社会共創学部 3階サイエンスラボ 3 (松山市文京町 3) 

内容：デモンストレーションと質疑応答 

 

(注)総務省四国総合通信局平成 28 年度「戦略的情報通信研究開発推進事業(SCOPE)」の研究開発課題の採択

（http://www.soumu.go.jp/soutsu/shikoku/press/20160523.html） 

 

 

 

 
 
 
※送付資料 4枚（本紙を含む） 

 

愛媛大学工学部、防災情報研究センター及び社会共創学部では、このたび Web ページ

上で動作する火災延焼シミュレータを公開します。近い将来、東海地震、東南海・南海

地震等の大規模地震の発生が懸念されており、地域コミュニティにおける防災活動に対

する関心が高まっています。本 Web ページでは、大規模災害に伴って自宅周辺などで火

災が発生した場合の延焼の様子や、それを踏まえた避難計画をシミュレーションできま

す。 

本 Web クラウドサービスは、総務省 2016 年度 SCOPE 受託事業「地理空間情報と環境情

報を活用した災害避難共助支援による減災力向上に関する研究開発」(注)の成果の一部で

す。 

本件に関する問い合わせ先 

【受託事業全般に関すること】 

工学部電気電子工学科 准教授 

都築 伸二 

TEL：089-927-9782 

Mail：tsuzuki@sarah.ee.ehime-u.ac.jp 

【防災およびシミュレータ詳細に関すること】

防災情報研究センター・副センター長 

社会共創学部 准教授 
二神 透 

TEL: 089-927-9837 

Mail: futagami.toru.mu@ehime-u.ac.jp 

PRESS RELEASE

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学



資料１：火災延焼シミュレータtopページ：http://disastersim-01.ee.ehime-u.ac.jp/

http://disastersim-01.ee.ehime-u.ac.jp/


地理空間情報と環境情報を活用した災害避難共助支援による減災力向上に関する研究開発 
研究代表者：都築伸二（愛媛大学）; 研究開発期間：平成２８年度～平成３０年度 

１ 研究開発の目的 
• 南海トラフの巨大地震の懸念 → 共助・自助による減災力を向上するためのコミュニティベースの避難支援システムを開発し、実践する。 
• システムの特徴：①  地域住民が持ち寄った地理空間情報と、その土地固有の気象や気候等の環境情報を活用 

      ②  避難経路や気象条件をより直感的に設定可能 
   ③  平時は、住民によるハザードマップ作りや、まち作りコミュニティ活動を支援 

2 研究開発の概要： 既存の地震火災延焼シミュレータと津波避難シミュレータをクラウドサーバ上で統合し、スマートフォン等からの閲覧対応を行う。 
2.1 フェーズ I :  あらかじめ設定した場所で発生した火災が延焼する様子や、事前に取り決めた計画に沿って助け合いながら避難する様子を、スマートフォ

ンからでも閲覧可能にする。シミュレーションに必要な風向風速などの環境情報は、「校区のお天気」サーバから自動的に設定する。 
2.2 フェーズ II :  

• スマートフォンのGPS情報に基づく現在位置周辺の地理空間情報を自動取得し、シミュレーション用データに変換 
• 「街並み設定ツール」を開発し、建物や宅地情報等の更新が容易に行えるようにする。 
• 「避難シナリオ作成・変更ツール」を開発し、住民自らが避難計画をカスタマイズできるようにする。 

2.3 環境情報IoT:  
• 既存のクラウドシステム「校区のお天気」を改修し、校区の気象

情報（1分毎の気温、日射量等）を蓄積したデータベースを充実 
• データの一部は、オープンデータ化して公開。ジオフェンス型減

災アプリに利用。  
• 環境教育教材の充実と、防災教育教材の追加 

2.4防災ワークショップの実践：  
• 複数のモデル地区で開催 
• フェーズII以降：「街並み設定ツール」を使って住民自らがハ

ザードマップを作ったり、まち作りコミュニティ活動にも利用 

3 期待される研究開発成果 
• 災害避難共助支援システムを用いることによって、 

• 建物倒壊や土砂災害による避難経路の通行阻害の発生や、避
難場所の変更など、様々な状況下での安全な避難行動のイメ
ージを住民個々に思い描けるようになる 

• そのイメージに基づき災害時避難行動要支援者の個別支援計
画が作成できるようになる 

• 作成した支援計画を住民みんなで共有できるようになる 
• 軽微な計画の変更や追加は、住民自らが行えるようになる 

• 平時の使われ方：コミュニティ活動の活性化によるスマートコミュニ
ティの推進 

【資料３】 

tsuzuki
テキストボックス
資料２：受託事業全般の概要説明, http://www.soumu.go.jp/main_content/000419821.pdf からの転載
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